
 

【問１】音程 
うえの譜例の①から⑤の音程をかきなさい。音部記号に注意すること。（例：長３度） 

ふ れ い おんてい おん ぶ き ご う ちゅうい れい ちょう ど

①　　　　　度　②　　　　　度　③　　　　　度　④　　　　　度　⑤　　　　　度　 

【問２】楽語 
うえの譜例の２小節目にかかれている指示にふさわしい意味を４つえらび、○でかこみ

しょうせつ め し じ い み

なさい。なお、５つ以上 ○をかいた場合は減点となります。 
いじょう ば あ い げんてん

　だんだんつよく　　　少しおだやかに　　　その音をじゅうぶんにたもって 
すこ おと

　はっきりと　　　少しいきいきと　　　音を短く切って　　　行進曲ふうに 
みじか き こうしんきょく

【問３】音階 
ト長調の平行調は何調ですか。（　　　）の中に書き、その調の音階の上行形を、つぎの

なに おんかい じょうこうけい

ト音譜表上に調号を用いて全音符で書きなさい。（短調の場合は旋律短音階とする） 
おんふひょう ちょうごう もち ぜんお ん ぷ ば あ い せんりつたんおんかい

（　　　　　　調） 

【問４】和音 
① つぎの三和音が指定の和音になるように、必要な数の臨時記号を付けなさい。 



② つぎの和音をみて（　　　）の中に数字を入れ、右隣の小節にその基本形を書き入れ
みぎどなり

なさい。 

【問５】調判定 
つぎの旋律は何調ですか。（　　　）の中に書きなさい。 

せんりつ

（　　　　　　調） 



卜　　い
　
、、．

【間 1】 音程ふれい      おんてい       おんぷきごう ちゆうい  こと。(樹 :T3農 )うえの譜例の①から⑤の音程をかきなさい。音部記号に注意する

① 長2 度 ② 矢2b度 ③ グ旨2度 ④ 伏22度 ⑤‐完

“

ぎS度

【問 2】 楽語

うえの譜例の2ガ 節ヽ 目にかかれている指示にふさわしい意味を4つえらび、○でかこみ

なさい。なお、 5つ以上○をかいた場合は減点となりま丸

ざんだんつよ
すこ

少しおだやかに その音をじゅうぶんにたもって

いゼ旨いそ蟹
みじか  き

音を短く切って
こうしんきよく

行進曲ふうに

なに

卜長調の平行調は何調ですか。 ( )の中に書き、その調の音階の上行形を、つぎの

卜警藷業上ぽ斜事を描いて基響番で書きなさい。(短調の場合は旋葎難警怪する)

(ホ矢ユ 調)

【問4】 和音

① つぎの三和音が指定の和音になるように、必要な数の臨時記号を付けなさい。

し
　
　
　
ヽ
１

増三和音長三和音 減三和音 長三和音 短三和音



なさい。

(第 1転回形)

② つぎの和音をみて (
みぎどなり

)の中に数字を入れ、右隣の小節にその基本形を書き入れ

(第 2転回形)
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【間 5】 調判定

つぎの旋律は何調ですか。 (

(  ノヽ  導誕  言同)

)の中に書きなさい。
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